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〈
１
月
２
日
、

 

大
手
町
・
往
路
ス
タ
ー
ト
地
点
〉

　

１
月
２
日
午
前
６
時
半
。
学
生
記
者
取

材
班
は
東
京
・
大
手
町
の
産
経
新
聞
社
前

の
広
場
に
集
合
し
た
。
集
ま
っ
た
の
は
山

崎
、
上
田
、
武
田
、
篠
田
、
石
川
の
５
人
。

辺
り
は
ま
だ
暗
い
。
声
を
掛
け
合
っ
て
、

お
互
い
を
確
認
し
、「
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
」
と
新
年
の
あ
い
さ
つ
。

　

早
速
、
中
央
大
学
の
応
援
場
所
の
大
手

町
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
前
に
向
か
う
。
今
年
は
、

抽
選
で
読
売
新
聞
社
前
の
ス
タ
ー
ト
地
点

か
ら
は
目
と
鼻
の
先
の
絶
好
の
場
所
を
得

た
。
す
で
に
応
援
部
リ
ー
ダ
ー
と
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ブ
ラ
ス
コ
ア
ー
の
団
員

が
応
援
態
勢
を
整
え
て
い
た
。

　

「
中
央
大
学
箱
根
駅
伝
を
強
く
す
る

会
」（
熊
谷
秀
男
会
長
、
以
下
、
強
く
す

る
会
）
の
人
た
ち
も
す
で
に
集
ま
り
、
幟

（
の
ぼ
り
）
の
準
備
に
忙
し
い
。「
強
く

す
る
会
」
に
は
、
２
、
３
両
日
、
お
世
話

に
な
る
。
学
生
記
者
４
人
は
、
中
大
応
援

団
と
と
も
に
２
日
間
、
同
じ
よ
う
に
移
動

し
、
各
応
援
場
所
で
同
じ
時
間
を
過
ご
す
。

　

午
前
７
時
。
ス
タ
ー
ト
１
時
間
前
。
一

斉
に
各
大
学
の
応
援
が
は
じ
ま
っ
た
。
い

つ
の
間
に
か
夜
が
明
け
て
い
た
。
中
大
の

応
援
場
所
に
は
、
早
く
も
人
だ
か
り
が
で

第８５回
箱根駅伝

か
く
も 

熱
き

「
ハ
コ
ネ
」の

応
援
者
た
ち

か
く
も 

熱
き

「
ハ
コ
ネ
」の

応
援
者
た
ち

か
く
も 

熱
き

「
ハ
コ
ネ
」の

応
援
者
た
ち

「
箱
根
駅
伝
を
強
く
す
る
会
」

応
援
バ
ス（
09
年
1
月
2
〜
3
日
）
同
乗
記

「
箱
根
駅
伝
を
強
く
す
る
会
」

応
援
バ
ス（
09
年
1
月
2
〜
3
日
）
同
乗
記

６連覇の偉業に、７９回の最多連続出場―。

「箱根駅伝」で中央大学は、秀でた伝統と実績を誇る。

それを支えてきているのは、“熱き”「ハコネ」の応援者たちだ。

なかでも「中央大学箱根駅伝を強くする会」には熱烈ファンが集う。

正月２、３両日、学生記者取材班は「強くする会」の応援バスに同乗し、会員らを密着取材。

同時に往・復路で「Ｃ」マークの入った小旗を振る応援者から、熱き思いを聞いた。

箱根路は、「ちゅうおう」の熱きコール・リレーで燃え上がっていた－。

学生記者取材班

特集

”

“

”

“

”

“
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き
て
き
た
。楯

山
親
方
（
元
玉
春
日
関
）

も
応
援
に

　

校
歌
を
唱
和
し
な
が
ら
中
大
応
援
団
＝

写
真
左
＝
を
見
守
っ
て
い
た
の
は
、
石
田

政
史
さ
ん
（
昭
和
54
年
経
済
卒
）。
中
央

大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
社
会
人
学
生

だ
。毎
年
、ス
タ
ー
ト
を
大
手
町
で
見
送
っ

た
後
、
マ
イ
カ
ー
で
鶴
見
中
継
所
ま
で
移

動
し
て
応
援
、
そ
の
あ
と
は
自
宅
で
テ
レ

ビ
観
戦
し
て
い
る
と
い
う
。

　

「
強
く
す
る
会
」
会
員
で
も
あ
る
石
田

さ
ん
は
、「
中
大
は
し
ば
ら
く
優
勝
し
て

い
な
い
。
そ
ろ
そ
ろ
優
勝
し
て
、
中
大
を

盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
熱
望
。
た
だ
、

「
今
年
は
最
も
シ
ー
ド
落
ち
の
危
険
が
高

い
年
」
と
危
機
感
を
あ
ら
わ
し
た
。

　

目
を
転
じ
る
と
、
中
大
相
撲
部
出
身
の

大
相
撲
元
関
脇
・
玉
春
日
の
楯
山
親
方
＝

写
真
＝
を
見
つ
け
た
。
髷
（
ま
げ
）
に
着

物
姿
が
人
目
を
引
く
。

　

昨
年
の
９
月
場
所
に
現
役
を
引
退
し

た
楯
山
親
方
は
、「
箱
根
駅
伝
の
応
援
に

来
る
の
は
初
め
て
」
と
い
う
。「
母
校
の

応
援
に
来
る
の
は
当
た
り
前
」
と
親
方
は
、

「
相
撲
の
パ
ワ
ー
を
駅
伝
に
託
し
た
い
」

と
後
輩
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

午
前
７
時
40
分
。
取
材
班
は
ス
タ
ー
ト

地
点
近
く
で
、
足
早
に
ど
こ
か
へ
向
か
う

駅
伝
部
主
務
の
遠
山
翔
太
さ
ん
（
文

４
）
を
見
つ
け
、
あ
と
を
追
っ
た
。

話
し
か
け
る
と
、
１
区
が
山
本
庸
平

選
手
（
経
済
３
）
に
エ
ン
ト
リ
ー
変

更
に
な
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。

し
か
し
、
山
本
選
手
の
体
調
が
す
ぐ

れ
な
い
ら
し
い
。
更
に
齋
藤
勇
人
選

手（
商
２
）、梁
瀬
峰
史
選
手（
法
３
）

も
体
調
が
悪
い
と
知
ら
さ
れ
た
。

　

「
10
区
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
棟
方

雄
己
選
手
（
法
１
）
も
10
日
前
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
、
今
回
は

出
場
で
き
な
そ
う
で
す
」
と
遠
山
主

務
。

　

学
生
記
者
は
、
や
は
り
体
調
不
良

者
が
出
た
昨
年
を
思
い
出
し
た
。
昨

年
、
体
調
を
崩
し
な
が
ら
も
好
成
績

で
３
区
を
走
り
切
っ
た
上
野
雄
一
郎

さ
ん
（
平
成
20
年
法
卒
）
は
、
今
年

は
日
本
テ
レ
ビ
の
ス
タ
ジ
オ
か
ら
ゲ
ス
ト

と
し
て
応
援
し
て
い
る
。

「
応
援
す
る
と
元
気
が
で
る
」
と

久
野
理
事
長

　

中
大
の
応
援
場
所
に
は
大
学
関
係
者
も

多
く
駆
け
つ
け
て
い
た
。
記
者
（
石
川
）

は
、
そ
の
中
か
ら
久
野
修
慈
理
事
長
＝
写

真
右
下
＝
に
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

久
野
理
事
長
は
、「
応
援
す
る
こ
と
で
、

気
持
ち
が
明
る
く
な
り
元
気
に
な
れ
る
の

が
駅
伝
の
良
い
と
こ
ろ
。
Ｏ
Ｂ
も
駅
伝
を

応
援
す
る
こ
と
で
母
校
で
の
青
春
時
代
を

思
い
出
し
、
懐
か
し
む
こ
と
が
で
き
る
」

と
話
さ
れ
、
ひ
と
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

以
前
、
理
事
長
が
箱
根
駅
伝
の
ス
タ
ー

ト
を
大
手
町
ま
で
見
に
来
た
時
、
悲
し
そ

う
に
見
え
る
中
大
Ｏ
Ｂ
を
見
つ
け
た
。
話

を
聞
く
と
、
仕
事
が
う
ま
く
い
か
ず
絶
望

し
て
い
る
、
と
い
う
。
で
も
、
駅
伝
を

応
援
し
て
元
気
を
も
ら
い
、「
ま
た
頑
張

る
！
」
と
言
っ
て
明
る
く
帰
っ
て
行
っ
た

そ
う
だ
。

　

久
野
理
事
長
は
、「
人
々
に
元
気
を
与

え
る
駅
伝
や
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
、
社
会
は

も
っ
と
理
解
す
る
べ
き
だ
」
と
説
い
た
う

え
で
、
中
大
ス
ポ
ー
ツ
が
一
層
盛
り
上
が
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る
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
。

【
１
区
東
京
〜
鶴
見
】

　

午
前
８
時
。
号
砲
が
鳴
り
、
第
85
回
箱

根
駅
伝
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

す
ぐ
に
、
中
大
の
応
援
場
所
に
１
区
走

者
の
集
団
が
現
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
走

り
抜
け
た
。
中
央
大
学
の
の
ぼ
り
を
持
っ

て
立
ち
並
ん
だ
「
強
く
す
る
会
」
の
メ
ン

バ
ー
は
じ
め
、
応
援
に
駆
け
つ
け
た
人
た

ち
か
ら
「
庸
平
、
頑
張
れ
〜
！
」
の
コ
ー

ル
が
飛
ぶ
。

　

山
本
選
手
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
声
援

を
送
り
続
け
た
あ
と
、「
強
く
す
る
会
」

の
メ
ン
バ
ー
は
、
の
ぼ
り
を
た
た
み
、
往

路
ゴ
ー
ル
地
点
の
箱
根
・
芦
ノ
湖
に
向
か

う
バ
ス
へ
。
学
生
記
者
４
人
も
「
２
日
間
、

お
世
話
に
な
り
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
バ
ス

に
乗
り
込
ん
だ
。

　

―

バ
ス
車
内―

　

午
前
８
時
20
分
。「
強
く
す
る
会
」
が

チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
バ
ス
が
、
大
手
町
か
ら

芦
ノ
湖
へ
向
か
っ
て
発
車
し
た
。
昔
は
、

選
手
を
追
っ
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

今
は
道
路
事
情
の
た
め
無
理
で
、
先
回
り

す
る
こ
と
に
な
る
。
少
し
経
つ
と
、
ビ
ー

ル
や
ジ
ュ
ー
ス
、
お
菓
子
が
配
ら
れ
た
。

そ
し
て
中
大
の
優
勝
を
祈
願
し
て
、
み
ん

な
で
「
乾
杯
〜
」。

「
強
く
す
る
会
」

創
立
は
１
９
８
８
年

　

「
強
く
す
る
会
」
事
務
局
長
の
三
船
巧

さ
ん（
昭
和
左
38
年
法
卒
）＝
写
真
左
＝
が
、

「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
、
明
日
の
２
日
間
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
続
い
て
「
強
く
す

る
会
」
副
会
長
の
上
岡
君
義
さ
ん
（
昭
和

29
年
法
卒
）
＝
写
真
左
＝
が
、「
正
月
の

三
が
日
、
早
朝
よ
り
ご
乗
車
い
た
だ
い
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
の
思

い
が
し
っ
か
り
選
手
に
届
く
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
」
と
２
日
間
に
わ
た
る
往
復

路
の
レ
ー
ス
展
開
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、

挨
拶
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
、
参
加
し
た
の
は
「
強
く
す
る

会
」
の
メ
ン
バ
ー
ら
19
人
、
そ
れ
に
学
生

記
者
ら
を
入
れ
た
計
24
人
。
早
速
、
三
船

事
務
局
長
が
「
山
本
は
、
去
年
は
区
間
５

位
で
２
区
に
つ
な
い
だ
選
手
で
す
。
１
区

は
、
鶴
見
中
継
所
ま
で
あ
と
３
キ
ロ
の
地

点
で
余
力
あ
る
選
手
と
な
い
選
手
に
差
が

つ
く
。山
本
は
や
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
」

と
解
説
。

　

バ
ス
に
乗
っ
た
「
強
く
す
る
会
」
の
メ

ン
バ
ー
ら
は
、
顔
見
知
り
も
い
れ
ば
初
対

面
の
人
も
い
る
。
願
い
は
、「
中
大
優
勝
」

の
ひ
と
つ
だ
。
誰
も
が
ビ
ー
ル
や
お
菓
子

を
片
手
に
、
車
内
に
設
置
さ
れ
た
２
台
の

テ
レ
ビ
中
継
を
見
守
っ
た
。

　

そ
の
中
の
一
人
、
学
員
会
千
葉
県
支
部

支
部
長
の
吉
田
卓
さ
ん
は
、「
強
く
す
る

会
」
の
創
立
に
関
わ
っ
た
。「
昭
和
27
年

か
ら
欠
席
な
し
で
毎
年
応
援
に
来
て
い
ま

す
よ
」
と
い
う
。

　

吉
田
さ
ん
は
、
中
大
出
身
の
経
済
人

が
集
ま
る
『
南
甲
倶
楽
部
』
を
中
心
に
、

「
強
く
す
る
会
」
創
立
に
向
け
奔
走
。
当

時
、
そ
ご
う
会
長
で
あ
っ
た
水
島
廣
雄
さ

ん
（
現
「
強
く
す
る
会
」
名
誉
会
長
）
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
１
９
８
８
年

11
月
に
「
強
く
す
る
会
」
が
で
き
た
。
昨

年
で
20
周
年
を
迎
え
た
。

★ 　
　

☆　
　
　

★　
　
　

☆

　

１
区
20
キ
ロ
付
近
。
早
稲
田
が
ト
ッ
プ

で
先
頭
集
団
を
抜
け
出
す
。
中
大
の
山

本
選
手
は
２
位
集
団
に
見
当
た
ら
な
い
。

「
中
央
、
遅
れ
て
る
な
…
」。
バ
ス
車
内

に
ち
ょ
っ
と
気
落
ち
し
た
声
が
上
が
る
。

　

山
本
は
13
位
で
２
区
の
徳
地
悠
一
選
手

（
法
４
）
に
た
す
き
を
つ
な
い
だ
。

【
２
区
鶴
見
〜
戸
塚
】

　

―

バ
ス
車
内―

「
強
く
て
も
弱
く
て
も

応
援
す
る
」

　

バ
ス
車
内
に
「
ト
ク
チ
！
」
の
大
き
な

声
が
飛
ぶ
。「
２
区
徳
地
は
、
卒
業
後
は

法
科
大
学
院
に
進
む
こ
と
が
決
ま
り
、
今

年
で
陸
上
を
卒
業
。
彼
に
と
っ
て
最
後
の

大
会
で
す
」
と
三
船
事
務
局
長
。

　

三
船
さ
ん
の
箱
根
駅
伝
に
対
す
る
思
い

は
人
一
倍
強
い
。「
強
く
す
る
会
」
創
立

以
来
、
ず
っ
と
応
援
し
続
け
、
財
務
委
員

を
経
て
、
４
年
前
か
ら
事
務
局
長
を
務
め
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て
い
る
。「
強
い
と
き
に
応
援
す
る
人
は

多
い
け
ど
、
私
た
ち
は
弱
い
時
で
も
応
援

す
る
。
強
く
て
も
弱
く
て
も
応
援
す
る
」

と
熱
い
気
持
ち
は
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
。

　

「
箱
根
へ
応
援
に
行
く
の
は
、
毎
年
20

人
か
ら
30
人
。
正
月
の
2
日
、
3
日
だ
か

ら
な
か
な
か
行
く
人
が
集
ま
ら
な
い
」
と

ち
ょ
っ
ぴ
り
残
念
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。

★ 　
　

☆　
　
　

★　
　
　

☆

　

13
位
で
た
す
き
を
受
け
た
徳
地
選
手
が

５
位
集
団
に
。
バ
ス
車
内
に
拍
手
が
湧
い

た
。「
上
が
っ
て
い
る
な
。
よ
し
っ
、徳
地
」

「
徳
地
は
、
今
日
は
調
子
が
い
い
よ
」―

。

バ
ス
車
内
の
気
勢
が
上
が
っ
て
き
た
。

　

―

横
浜
の
沿
道―

　

横
浜
駅
周
辺
で
は
、
午
前
８
時
ご
ろ
か

ら
各
大
学
の
場
所
取
り
が
始
ま
っ
て
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
各
大
学
発
行
の
ス
ポ
ー
ツ
紙

を
読
ん
だ
り
、
ラ
ジ
オ
を
聴
い
た
り
し
て

い
ま
か
い
ま
か
と
選
手
が
通
り
過
ぎ
る
の

を
待
っ
て
い
た
。

　

記
者
（
野
村
）
は
、
赤
字
の
「
Ｃ
」
の

マ
ー
ク
の
小
旗
を
も
っ
た
一
杉
信
夫
さ
ん

（
昭
和
59
年
経
済
卒
）
＝
写
真
＝
に
話
を

聞
い
た
。「
今
年
で
沿
道
で
の
応
援
は
15

回
目
。
合
唱
部
だ
っ
た
た
め
、
強
く
す
る

会
に
校
歌
を
歌
っ
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
て
、

応
援
に
来
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
正
月
恒

例
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
こ
の
日
の
服
装

は
、
中
大
の
ニ
ッ
ト
帽
に
駅
伝
の
ジ
ャ
ン

パ
ー
と
い
う
応
援
ス
タ
イ
ル
。「
今
年
は

総
合
力
で
た
た
か
っ
て
、
最
低
で
も
シ
ー

ド
権
は
と
っ
て
欲
し
い
で
す
」
と
小
旗
を

打
ち
振
っ
た
。

【
３
区
戸
塚
〜
平
塚
】

　

―

バ
ス
車
内―

　

徳
地
選
手
は
５
位
で
３
区
の
森
誠
則
選

手
（
法
４
）
に
つ
な
い
だ
。
区
間
５
位
の

好
成
績
だ
。
車
内
に
拍
手
が
湧
き
「
ト
ク

チ
、
あ
り
が
と
う
〜
！
」
の
声
が
あ
が
る
。

次
い
で
、「
モ
リ
、
頑
張
れ
よ
！
」。
森
選

手
に
期
待
が
つ
な
が
れ
た
。北

海
道
合
宿
に

果
物
の
差
し
入
れ

　

車
内
の
テ
レ
ビ
中
継
を
見
な
が
ら
、
話

を
聞
か
せ
て
く
れ
た
の
は
、
今
回
初
め
て

参
加
し
た
と
い
う
源
嶋
智
さ
ん
（
昭
和
41

年
文
卒
）。「
強
く
す
る
会
」
の
存
在
は
今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
が
、
知
り
合
い
の
会

員
か
ら
電
話
で
誘
い
を
受
け
、
参
加
し
た

と
い
う
。

　

青
果
市
場
で
仕
事
を
し
て
い
る
源
嶋
さ

ん
は
、
北
海
道
合
宿
へ
リ
ン
ゴ
や
バ
ナ
ナ

な
ど
を
差
し
入
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
源
嶋

さ
ん
は
「
北
海
道
合
宿
へ
は
仕
事
の
都
合

で
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
分
、

ハ
コ
ネ
を
精
一
杯
応
援
し
た
い
」
と
力
を

込
め
た
。

　

―

平
塚
中
継
所―

　

午
前
９
時
、
記
者
（
橋
本
）
は
平
塚
中

継
所
に
到
着
。
中
継
所
の
通
過
予
定
時
刻

は
午
前
11
時
で
、
ま
だ
そ
ん
な
に
人
は
多

く
な
い
。
巨
大
モ
ニ
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た

沿
道
脇
の
駐
車
場
は
選
手
の
待
機
場
所
に

も
な
っ
て
い
て
、
準
備
運
動
を
終
え
た
４

区
の
梁
瀬
峰
史
選
手
（
法
３
）
に
意
気
込

み
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。「
徳
さ
ん
が

頑
張
っ
て
く
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
５
区
に

つ
な
ぎ
た
い
。
頑
張
り
ま
す
」
と
笑
顔
で

応
じ
て
く
れ
た
。

　

10
時
、
沿
道
の
人
が
増
え
、
モ
ニ
タ
ー

の
前
に
も
多
く
の
観
客
が
集
ま
っ
て
き
た
。

沿
道
の
一
番
前
で
中
大
の
小
旗
を
持
っ
て

い
た
の
は
、
小
木
曽
清
子
さ
ん
。
息
子
の

慶
介
さ
ん
が
中
大
商
学
部
の
卒
業
生
だ
。

３
年
前
に
箱
根
湯
本
で
初
め
て
応
援
し
た

時
、「
中
大
卒
業
生
の
70
、
80
歳
の
方
た

ち
が
元
気
よ
く
中
大
を
応
援
し
て
い
て
、

そ
の
熱
意
に
感
動
し
て
か
ら
駅
伝
の
応
援

に
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
小
木
曽

さ
ん
。
持
っ
て
い
た
中
大
の
小
旗
は
、
３

年
前
に
中
大
Ｏ
Ｂ 

に
譲
っ
て
も
ら
っ
た

も
の
と
か
。「
布
で
で
き
て
い
る
か
ら
丈

夫
な
の
。
で
も
、
今
は
も
う
造
っ
て
な
い

み
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

【
４
区
平
塚
〜
小
田
原
】

　

午
前
11
時
19
分
、
３
区
の
森
選
手
は
、

４
区
の
梁
瀬
選
手
に
ト
ッ
プ
と
は
３
分
差

の
６
位
で
た
す
き
を
渡
し
た
。

　

―

バ
ス
車
内―

　

三
船
事
務
局
長
が
「
４
区
の
梁
瀬
は
ス

ピ
ー
ド
の
あ
る
選
手
で
す
。
４
区
は
短
い

け
れ
ど
、
つ
な
ぎ
の
区
間
で
は
な
く
、
こ

こ
で
差
が
つ
く
重
要
な
区
間
で
す
」
と
解

説
。「
梁
瀬
が
頑
張
れ
ば
、
３
位
に
な
れ

る
ね
」
と
期
待
の
声
が
あ
が
る
。

　

バ
ス
車
内
の
テ
レ
ビ
の
映
り
が
悪
く

な
っ
て
き
た
。
午
前
11
時
30
分
す
ぎ
、
ラ

ジ
オ
か
ら
は
「
中
央
大
学
が
遅
れ
て
い
ま

す
」
と
の
情
報
が
伝
わ
っ
て
き
た
。「
な
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ん
で
遅
れ
る
ん
だ
よ
」「
梁
瀬
は
体
調
が

良
く
な
い
よ
う
だ
」
な
ど
と
車
内
に
不
安

が
広
が
っ
て
き
た
。
中
大
は
10
位
に
後
退

し
た
。

　

ラ
ジ
オ
の
情
報
を
気
に
し
な
が
ら
、「
私

た
ち
が
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
は
６
連
覇
し
た
。

優
勝
し
て
当
た
り
前
だ
っ
た
」
と
話
出
し

た
の
は
、副
幹
事
長
の
前
島
一
夫
さ
ん（
昭

和
35
年
経
済
卒
）。
前
島
さ
ん
も
、「
強
く

す
る
会
」創
立
以
来
、応
援
を
続
け
て
い
る
。

「
昔
は
、
小
旗
を
応
援
し
て
く
れ
る
人
の

家
ま
で
届
け
に
行
っ
た
り
、
当
日
は
中
継

所
に
応
援
の
小
旗
を
届
け
た
り
も
し
た
も

ん
で
す
」
と
振
り
返
っ
た
。

【
５
区
小
田
原
〜
芦
ノ
湖
】

　

―

バ
ス
車
内―

テ
レ
ビ
映
り
悪
く
、

携
帯
電
話
で
情
報
を

　

４
区
の
梁
瀬
選
手
は
結
局
、
順
位
を
６

つ
落
と
し
、
12
位
で
５
区
の
大
石
港
与
選

手
（
法
２
）
に
た
す
き
を
つ
な
い
だ
。

　

箱
根
路
に
入
り
、
バ
ス
車
内
の
テ
レ
ビ

は
映
ら
な
く
な
っ
た
。
ラ
ジ
オ
も
聞
こ
え

に
く
い
。

　

「
大
石
は
大
丈
夫
か
」。「
シ
ー
ド
権
が

心
配
に
な
っ
て
き
た
な
」。
車
内
か
ら
は

気
を
も
む
声
が
漏
れ
は
じ
め
た
＝
写
真
左
。

そ
ん
な
車
内
で
、
清
水
康
弘
さ
ん
（
昭
和

38
年
経
済
卒
）
の
携
帯
電
話
に
は
、
頻
繁

に
連
絡
が
入
っ
て
く
る
。
清
水
さ
ん
は
、

そ
の
情
報
を
全
員
に
伝
え
る
。
清
水
さ
ん

は
「
強
く
す
る
会
」
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー

の
よ
う
な
存
在
だ
。

　

「
箱
根
に
泊
ま
っ
て
応
援
し
た
く
て

も
、
正
月
は
ホ
テ
ル
が
と
れ
な
い
。
そ
れ

で
泊
ま
り
が
け
で
応
援
す
る
強
く
す
る
会

に
入
っ
た
」
と
い
う
。
毎
年
、
合
宿
地
や

全
日
本
大
学
駅
伝
の
応
援
に
も
出
か
け
る
。

駅
伝
に
関
す
る
資
料
も
大
量
に
収
集
し
て

い
る
。『
硬
式
野
球
部
を
優
勝
さ
せ
る
会
』

に
も
入
っ
て
い
て
、
神
宮
球
場
に
も
足
を

運
ぶ
。
熱
烈
な
中
大
ス
ポ
ー
ツ
応
援
団
だ
。

　

清
水
さ
ん
は
、「
テ
レ
ビ
を
見
て
、
応

援
す
る
人
も
い
る
け
ど
、
こ
う
し
て
強
く

す
る
会
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
応
援
す
る

と
、
一
体
感
が
何
と
も
言
え
な
い
」
と
明

る
く
語
っ
て
く
れ
た
。

★ 　
　

☆　
　
　

★　
　
　

☆

　

12
時
。
バ
ス
が
芦
ノ
湖
に
到
着
し
た
。

箱
根
の
山
で
道
路
渋
滞
に
あ
い
、
予
定
よ

り
か
な
り
到
着
が
遅
れ
た
。
選
手
た
ち
の

到
着
予
定
時
刻
ま
で
、
１
時
間
半
ほ
ど
あ

る
が
、
昼
食
は
後
回
し
に
し
て
、
早
速
、

中
大
の
応
援
場
所
で
準
備
に
と
り
か
か
っ

た
。
芦
ノ
湖
の
応
援
場
所
も
ゴ
ー
ル
近
く

の
絶
好
の
位
置
だ
。

〈
芦
ノ
湖
・
往
路
ゴ
ー
ル
地
点
〉

芦
ノ
湖
に
は

多
数
の
応
援
者
が

　

芦
ノ
湖
に
は
、
多
く
の
人
が
応
援
に
駆

け
つ
け
て
い
た
。「
毎
年
応
援
に
来
て
い

る
」
と
話
す
の
は
、
望
月
大
輔
さ
ん
（
平

成
19
年
法
卒
）。
体
育
連
盟
の
常
任
委
員

を
や
っ
て
い
た
関
係
で
在
学
中
か
ら
、
駅

伝
は
見
て
い
た
と
い
う
。「（
箱
根
の
）
山

は
何
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す
」
と
語
り
、
応
援
へ
と
向

か
っ
た
。

　

「
箱
根
駅
伝
が
好
き
な
父
の
還
暦
祝
い

で
、
初
め
て
応
援
に
き
た
」
と
い
う
の
は

丹
羽
睦
美
さ
ん（
平
成
12
年
経
済
卒
）。「
昔

の
よ
う
に
強
い
中
大
が
見
た
い
で
す
」
と

笑
顔
で
答
え
て
く
れ
た
。
ま
た
、
関
根
豊

高
さ
ん
（
平
成
９
年
法
卒
）
は
、「
最
近

弱
い
か
ら
、
応
援
に
行
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
来
た
」
と
話
す
。「
早
稲
田
に
は

負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

ラ
イ
バ
ル
校
を
あ
げ
た
。

　

家
族
５
人
で
応
援
に
来
て
い
た
の
は
、

久
松
隆
幸
さ
ん
（
昭
和
60
年
経
済
卒
）
＝

写
真
左
。
昨
年
に
続
い
て
２
度
目
の
「
ハ

コ
ネ
」
と
い
う
。
新
井
マ
リ
さ
ん
（
昭
和

56
年
商
卒
）
は
、「
た
ま
た
ま
正
月
旅
行
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で
箱
根
に
来
た
の
で
、
息
子
が
入
学
す
る

中
大
の
応
援
に
来
ま
し
た
。
応
援
の
人
が

こ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
い
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」と
驚
い
た
様
子
。「
今
年
は
シ
ー

ド
権
を
落
と
す
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
で

す
」
と
５
区
の
大
石
選
手
の
走
り
を
気
に

か
け
た
。

★ 　
　

☆　
　
　

★　
　
　

☆

「
応
援
に
生
き
が
い
」

と
長
内
了
教
授

　

中
大
の
応
援
場
所
に
長
内
了
・
法
科
大

学
院
教
授
（
常
任
理
事
）
の
姿
が
あ
っ
た
。

長
内
先
生
は
応
援
部
部
長
で
、
バ
ス
で
移

動
す
る
応
援
団
を
引
率
し
、
２
日
間
、
行

動
を
共
に
し
て
い
る
。

　

長
内
先
生
は
、
昭
和
56
年
に
応
援
部
部

長
に
就
任
し
、
30
年
間
応
援
部
と
と
も
に

箱
根
駅
伝
を
見
守
っ
て
き
た
。駅
伝
は「
走

る
選
手
が
ス
タ
ー
」
で
、
そ
ん
な
選
手
の

応
援
に
「
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
」
と

話
す
。
初
め
て
箱
根
へ
応
援
に
行
っ
た
と

き
、
そ
の
魅
力
に
す
っ
か
り
は
ま
っ
て
し

ま
っ
た
、
そ
う
だ
。

　

長
内
先
生
は
「
か
ご
に
乗
る
人　

担
ぐ

人　

そ
の
ま
た
わ
ら
じ
を
作
る
人
」
と
い

う
格
言
を
教
え
て
下
さ
っ
た
。「
ス
ポ
ー

ツ
だ
け
で
な
く
学
業
に
お
い
て
も
様
々
な

所
に
様
々
な
エ
ー
ス
が
い
る
。
し
か
し
、

エ
ー
ス
だ
け
で
は
な
く
、
エ
ー
ス
を
支
え

応
援
す
る
人
が
必
ず
存
在
す
る
」
と
説
明

さ
れ
た
。

　

「
応
援
団
も
ま
た
応
援
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
。
そ
れ
が
、「
強
く
す
る
会
」
の

会
員
や
、
在
学
生
た
ち
の
存
在
な
の
だ

そ
う
だ
。「
応
援
団
だ
っ
た
最
近
の
卒
業

生
は
勿
論
、
何
代
も
前
の
卒
業
生
も
家
族

を
連
れ
て
箱
根
に
や
っ
て
く
る
。
駅
伝
は
、

選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
応
援
団
や
応
援
に
駆

け
つ
け
た
卒
業
生
た
ち
も
歴
史
の
一
部
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
」。

毎
年
箱
根
に
来
る

元
応
援
団
長

　

長
内
先
生
が
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う

に
、
平
成
６
年
度
に
応
援
団
団
長
を
務
め

た
伊
藤
貴
淑
さ
ん
（
平
成
７
年
文
卒
）
が

い
た
。「
箱
根
駅
伝
は
応
援
団
に
と
っ
て

引
退
前
最
後
の
舞
台
で
、
４
年
間
の
集
大

成
を
披
露
す
る
場
で
す
」
と
卒
業
後
も
毎

年
欠
か
さ
ず
、
後
輩
た
ち
に
会
い
に
大
手

町
と
芦
ノ
湖
へ
足
を
運
ん
で
い
る
、
と
い

う
。

　

応
援
団
に
入
っ
た
の
は
、「
男
と
し
て

か
っ
こ
い
い
と
思
っ
た
か
ら
」
と
伊
藤
さ

ん
。「
同
じ
大
学
の
仲
間
が
頑
張
っ
て
い

る
姿
を
見
て
、
そ
れ
を
応
援
す
る
こ
と
で
、

自
分
た
ち
も
同
じ
時
間
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
強
調
。「
自
分
た
ち
の
応

援
で
、
選
手
た
ち
が
普
段
以
上
の
力
を
出

し
て
く
れ
れ
ば
最
高
で
す
」
と
声
に
力
を

込
め
た
。

　

「
選
手
が
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
て
い
る

時
こ
そ
声
を
か
け
る
の
が
応
援
団
の
仕
事

で
す
」
と
話
す
の
は
榛
葉
隆
雄
さ
ん
＝
写

真
。
20
年
前
の
応
援
団
長
だ
。「
私
が
大

学
１
、
２
年
生
の
頃
、
中
大
は
予
選
落
ち

し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、
４
年
の

時
に
予
選
か
ら
這
い
上
が
っ
て
６
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。
応
援
団
と
し
て
の
喜

び
を
得
た
瞬
間
で
し
た
ね
」
と
振
り
返
る
。

　

一
方
で
、「
中
大
は
、
父
母
の
パ
ワ
ー

が
強
い
の
に
、
現
役
学
生
の
パ
ワ
ー
が
少

な
い
。
中
大
が
伸
び
な
い
の
は
そ
こ
に
原

因
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
」
と
不
満
を
口

に
し
た
。

　

応
援
団
チ
ア
部
員
の
一
人
、
井
沢
遥
さ

ん
（
文
３
）
の
家
族
が
応
援
に
来
て
い
た
。

箱
根
ま
で
足
を
運
ん
だ
の
は
、
初
め
て
と

い
う
。「
テ
レ
ビ
で
見
る
よ
り
、
ナ
マ
で

見
る
箱
根
駅
伝
は
雰
囲
気
も
迫
力
も
違
う
。

応
援
も
大
変
盛
り
上
が
る
」
と
遥
さ
ん
の

応
援
ぶ
り
を
見
な
が
ら
、「
ハ
コ
ネ
」
を

楽
し
ん
で
い
た
。「

ハ
コ
ネ
が
同
窓
会
」
と

仲
良
し
３
人
組

　

進
藤
晶
子
さ
ん
（
平
成
17
年
文
卒
）、

本
間
理
紗
さ
ん
（
同
年
法
卒
）、
根
岸
彩

果
さ
ん
（
同
年
法
卒
）
の
仲
良
し
３
人
組

を
み
つ
け
た
。
３
人
は
学
生
時
代
、
応
援

団
で
活
躍
。
卒
業
し
て
か
ら
も
毎
年
、
応

援
し
て
お
り
、「
箱
根
駅
伝
の
応
援
が
同

窓
会
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

「
『
強
く
す
る
会
』
の
み
な
さ
ん
に
は
大

変
支
え
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
お
世
話
に

な
っ
た
」
と
３
人
は
口
を
そ
ろ
え
た
。

★ 　
　

☆　
　
　

★　
　
　

☆

　

１
時
間
前
か
ら
各
校
の
応
援
合
戦
が
は

じ
ま
っ
て
い
る
。
中
大
応
援
団
も
リ
ー

ダ
ー
部
員
が
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
声
を

か
ら
す
。
全
身
を
使
っ
た
力
感
あ
ふ
れ
る

応
援
に
、
周
囲
か
ら
拍
手
が
お
く
ら
れ
る
。
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チ
ア
部
員
も
ほ
と
ん
ど
休
み
な
し
に
踊

り
続
け
て
い
る
。
ブ
ラ
ス
の
音
頭
で
「
チ

カ
ラ
、
チ
カ
ラ
、
中
央
、
中
央
」
と
応
援

歌
が
何
回
も
何
回
も
繰
り
返
さ
れ
る
。「
強

く
す
る
会
」の
人
た
ち
は
、の
ぼ
り
を
持
っ

て
も
う
１
時
間
以
上
も
立
ち
続
け
て
い
る
。

　

午
後
１
時
30
分
す
ぎ
、
ト
ッ
プ
の
東
洋

が
、
中
大
応
援
団
の
前
を
走
り
抜
け
た
。

20
秒
ほ
ど
遅
れ
て
２
位
の
早
稲
田
。
続
い

て
３
位
日
体
大
、
４
位
中
央
学
院
、
５
位

山
梨
学
院
…
。
ト
ッ
プ
が
通
っ
て
か
ら
、

す
で
に
４
分
が
過
ぎ
て
い
る
。
ま
だ
、
中

大
が
来
る
気
配
は
な
い
。

　

さ
ら
に
２
分
ほ
ど
過
ぎ
た
後
、
大
石
選

手
が
駆
け
抜
け
た
。「
オ
オ
イ
シ
、
よ
く

頑
張
っ
た
」の
声
援
が
飛
ぶ
。中
大
の
ゴ
ー

ル
順
位
は
11
位
。
ト
ッ
プ
東
洋
と
の
タ
イ

ム
差
は
６
分
28
秒
だ
っ
た
。

　

―

往
路
報
告
会―

　

箱
根
駅
伝
記
念
碑
前
で
の
報
告
会
に
、

「
強
く
す
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
応
援

場
所
か
ら
の
ぼ
り
を
持
っ
て
移
動
。
11
位

の
順
位
に
、
表
情
は
心
な
し
か
沈
み
が
ち

だ
。

往
路
11
位
、

復
路
で
巻
き
返
し
を

　

浦
田
春
生
監
督
が
、
箱
根
ま
で
応
援
に

駆
け
つ
け
た
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
、
大
学
関
係
者

を
前
に
挨
拶
し
、
明
日
の
復
路
で
の
巻
き

返
し
を
誓
う
。
周
囲
か
ら
は
「
明
日
、
頑

張
れ
」、「
明
日
、明
日
」、「
明
日
が
あ
る
」

と
励
ま
し
の
声
が
飛
び
交
っ
た
。

　

大
学
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た
長
内
先
生

が
、「
１
つ
で
も
２
つ
で
も
３
つ
で
も
順

位
を
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
優
勝
を
狙
っ
て
、

力
を
明
日
に
ぶ
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
監

督
、
選
手
ら
に
対
し
復
路
で
の
巻
き
返
し

を
鼓
舞
し
た
。

　

報
告
会
の
あ
と
、
応
援
団
リ
ー
ダ
ー
部

の
瀬
川
裕
也
さ
ん
（
法
４
）、
江
口
幸
太

さ
ん
（
法
４
）、福
山
倫
広
さ
ん
（
法
４
）

の
3
人
＝
写
真
左
＝
に
話
を
聞
い
た
。

　

「
私
た
ち
に
は
一
つ
上
の
先
輩
が
い
な

か
っ
た
の
で
、
去
年
も
一
番
上
と
し
て
活

動
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
最
後
の
ハ

コ
ネ
。
し
っ
か
り
選
手
を
励
ま
し
ま
す
」

と
瀬
川
さ
ん
。
大
会
前
に
徳
地
選
手
と
話

を
し
た
と
い
う
瀬
川
さ
ん
は
、「
徳
地
は

『
厳
し
い
戦
い
に
な
る
』
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
は
あ
く
ま
で
も
『
優

勝
を
狙
う
』
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
私
た

ち
も
追
い
風
と
な
っ
て
応
援
し
た
い
で

す
」
と
力
強
く
宣
言
。

　

江
口
さ
ん
は
、「
こ
の
ハ
コ
ネ
で
、
こ

の
学
ラ
ン
と
も
卒
業
だ
と
思
う
と
、
さ
み

し
い
で
す
」
と
４
年
間
ず
っ
と
着
続
け
た

が
学
生
服
の
袖
を
そ
っ
と
な
で
た
。「
『
３

バ
カ
ト
リ
オ
』
っ
て
言
わ
れ
て
い
る
ん
で

す
よ
」
と
笑
う
３
人
は
、
見
た
目
は
コ
ワ

イ
が
話
す
と
柔
和
で
優
し
い
。
中
大
の
復

路
で
の
巻
き
返
し
を
願
っ
て
、
あ
と
１
日
、

応
援
に
全
身
全
霊
を
打
ち
込
む
。

〈
２
日
夜
、
宿
泊
先
ホ
テ
ル
〉

応
援
に
駆
け
つ
け
た

弟
子
屈
町
長
ら

　

中
央
大
学
の
駅
伝
チ
ー
ム
は
、
毎
年
夏
、

北
海
道
川
上
郡
弟
子
屈
町
で
合
宿
し
て
い

る
。
そ
の
弟
子
屈
町
か
ら
徳
永
哲
雄
町
長
、

町
議
会
の
八
幡
豊
行
議
長
、
町
教
育
委
員

会
の
山
口
武
司
社
会
教
育
課
長
、
町
商
工

会
の
大
道
賞
二
事
務
局
長
の
４
人
が
、
初

め
て
応
援
に
駆
け
つ
け
、
２
日
夜
、
宿
泊

先
の
芦
ノ
湖
近
く
の
ホ
テ
ル
で
強
く
す
る

会
会
員
ら
と
懇
親
を
深
め
た
＝
写
真
左
。

「
強
く
す
る
会
」
の
一
団
と
学
生
記
者
も

同
じ
ホ
テ
ル
で
、
こ
の
ホ
テ
ル
に
は
６
，
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７
の
他
大
学
応
援
団
も
同
宿
し
て
い
た
。

　

「
現
場
に
立
ち
会
っ
て
、
ド
ラ
マ
を
見

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
ハ
コ
ネ
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
徳
永

町
長
は
ハ
コ
ネ
の
興
奮
を
語
る
。
今
回
、

箱
根
ま
で
応
援
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、
平
成
19
年
夏
に
弟
子
屈
町
を
訪
ね
た

「
強
く
す
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
約
束
し

た
か
ら
だ
っ
た
。

　

中
大
は
当
初
は
北
海
道
・
別
海
町
で
合

宿
し
て
い
た
が
、
弟
子
屈
町
と
の
関
係
は
、

平
成
８
年
の
女
子
陸
上
部
の
合
宿
が
先
駆

け
と
な
っ
た
。
弟
子
屈
町
で
の
合
宿
を

誘
っ
た
の
は
、
商
工
会
の
大
道
さ
ん
。
町

お
こ
し
と
し
て
弟
子
屈
町
へ
の
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
誘
致
を
考
え
て
い
た
大
道
さ
ん
は
、

別
海
町
を
視
察
。
そ
の
結
果
、
別
海
町
は

練
習
設
備
は
整
っ
て
い
る
が
、
合
宿
施
設

の
環
境
は
と
て
も
い
い
と
は
言
え
な
い
状

況
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

箱
根
に
似
た
地
形
で

夏
の
合
宿
地
に

　

そ
こ
で
大
道
さ
ん
は
、「
一
度
、
弟
子

屈
町
に
見
学
に
来
て
、
合
宿
地
と
し
て
検

討
し
て
ほ
し
い
」
と
当
時
の
陸
上
競
技
部

監
督
で
あ
っ
た
木
下
澄
雄
さ
ん
（
現
、
１

２
５
周
年
事
務
局
副
部
長
）
に
提
案
し
た
。

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
多
い
弟
子
屈
町
の
地
形

は
、
箱
根
の
山
に
似
て
い
る
。
温
泉
も
出

る
。
練
習
、
生
活
環
境
と
も
申
し
分
な
い
。

木
下
監
督
か
ら
は
、
見
学
後
即
Ｏ
Ｋ
が
出

た
の
で
あ
る
。

　

弟
子
屈
町
で
合
宿
す
る
大
学
は
中
大
が

初
め
て
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
大
学

が
合
宿
地
と
し
て
弟
子
屈
町
を
利
用
す
る

よ
う
に
な
り
、
多
い
時
で
一
月
に
３
０
０

０
人
が
来
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
た
だ
現
在

は
、
中
大
と
城
西
大
学
の
２
校
。「
多
く

の
大
学
が
環
境
の
変
化
を
求
め
て
、
短
期

間
で
合
宿
地
を
変
え
て
い
き
ま
す
。
そ
の

中
で
、
毎
年
来
て
く
れ
る
中
大
の
存
在
は

あ
り
が
た
い
」
と
徳
永
町
長
は
話
す
。

　

弟
子
屈
町
で
は
、
合
宿
に
来
た
学
生
た

ち
に
毎
日
の
昼
ご
飯
代
と
し
て
金
券
（
１

日
１
人
８
０
０
円
）
を
配
布
。
さ
ら
に
中

大
に
は
、
交
通
費
の
一
部
を
出
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
に
町
予
算
を
割
い

て
い
る
の
だ
。

　

「
お
金
が
か
か
る
た
め
、
新
た
に
ロ
ー

ド
コ
ー
ス
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ず
、
中

大
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
い
。
だ
か
ら
せ
め

て
応
援
に
は
行
か
な
い
と
申
し
訳
な
い
」

と
徳
永
町
長
。「
弟
子
屈
の
田
舎
道
を
走
っ

て
い
る
姿
を
見
て
い
る
と
、
箱
根
を
走
る

姿
を
見
た
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
４
人
は

口
を
そ
ろ
え
た
。「
強
く
す
る
会
」
会
員

と
も
親
し
く
な
り
、「
会
え
ば
会
う
ほ
ど

仲
良
く
な
る
し
、
ま
た
会
い
た
い
と
思
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
よ
」
と
徳
永
町
長
は
明

る
く
笑
っ
た
。

〈
１
月
３
日
、

　
　

芦
ノ
湖
・
復
路
ス
タ
ー
ト
地
点
〉

　

午
前
５
時
55
分
、
ま
だ
暗
い
中
、
バ
ス

が
芦
ノ
湖
へ
向
け
て
ホ
テ
ル
を
出
発
。
６

時
６
分
に
応
援
場
所
に
到
着
し
た
。
応
援

団
は
す
で
に
着
い
て
い
て
、
ス
タ
ー
ト
１

時
間
前
の
７
時
に
応
援
を
始
め
ら
れ
る
よ

う
準
備
を
し
て
い
た
。

　

学
生
記
者
も
「
強
く
す
る
会
」
の
人
た

ち
と
一
緒
に
、
バ
ス
内
で
ホ
テ
ル
が
朝
食

に
用
意
し
て
く
れ
た
弁
当
を
い
た
だ
く
。

カ
ッ
プ
の
味
噌
汁
の
お
湯
は
、
例
年
近
く

の
お
土
産
店
に
お
願
い
し
て
ポ
ッ
ト
に
入

れ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
。
冷
え
た
身

体
に
温
か
い
も
の
が
あ
り
が
た
い
。

「
シ
ー
ド
権
と
る
」
と

副
主
務
が
挨
拶
に

　

午
前
６
時
40
分
頃
、
駅
伝
副
主
務
の
井

上
洋
平
さ
ん
（
商
２
）
が
バ
ス
の
中
に
挨

拶
に
来
た
。「
今
日
は
絶
対
シ
ー
ド
権
を

確
保
し
ま
す
。
復
路
は
チ
ー
ム
全
員
の
力

で
巻
き
返
せ
る
よ
う
に
頑
張
る
の
で
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
井
上

さ
ん
に
、
大
き
な
拍
手
が
お
こ
る
。「
同

時
に
頑
張
れ
よ
」
の
声
。

　

朝
食
を
と
る
と
、「
強
く
す
る
会
」
の

人
た
ち
は
の
ぼ
り
を
た
て
に
バ
ス
の
外
に

出
る
。外
で
は
、井
上
さ
ん
と
応
援
団
リ
ー

ダ
ー
の
福
山
さ
ん
が
声
を
掛
け
合
っ
て
い

た
＝
写
真
。

　

「
こ
の
寒
い
中
応
援
し
て
く
れ
て
あ
り

が
た
い
」
と
井
上
さ
ん
。「
シ
ー
ド
圏
内

に
入
っ
て
く
れ
る
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
の

で
、
全
力
で
応
援
し
ま
す
」
と
福
山
さ
ん
。

そ
し
て
二
人
は
、「
お
互
い
頑
張
ろ
う
」

と
手
を
握
っ
た
。

★ 　
　

☆　
　
　

★　
　
　

☆

　

午
前
７
時
ま
で
エ
ン
ト
リ
ー
メ
ン
バ
ー

変
更
を
受
け
付
け
て
い
る
。
ス
タ
ー
ト
地

点
で
は
、
各
大
学
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
エ
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ン
ト
リ
ー
変
更
者
を
互
い
に
教
え
あ
っ
て

い
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
中
大
は
、
７
区
は

山
本
武
史
選
手
に
、
10
区
は
斎
藤
勇
人
選

手
に
エ
ン
ト
リ
ー
変
更
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
地
点
近
く
で
中
大
の
帽
子
を

被
っ
て
い
る
人
に
声
を
か
け
た
。
見
城
邦

男
さ
ん（
昭
和
37
年
経
済
卒
）＝
写
真
＝
は
、

「
15
年
近
く
、
毎
年
応
援
に
来
て
い
る
」

と
い
う
熱
烈
な
駅
伝
フ
ァ
ン
だ
。
今
年
も

ま
た
、
静
岡
県
の
中
央
大
学
Ｏ
Ｂ
や
そ
の

家
族
50
人
ほ
ど
で
、
バ
ス
を
仕
立
て
て
応

援
に
来
た
と
い
う
。

　

「
復
路
の
ス
タ
ー
ト
を
応
援
し
た
後
、

ゴ
ル
フ
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
み
ん
な
で
ご

飯
を
食
べ
る
の
が
恒
例
な
ん
で
す
よ
。
私

は
マ
ー
ジ
ャ
ン
と
酒
ば
か
り
の
学
生
で
し

た
が
、
卒
業
し
て
か
ら
は
ハ
コ
ネ
を
応
援

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

寒
さ
吹
き
飛
ば
す

中
大
応
援
団

　

午
前
７
時
、
各
校
応
援
団
が
応
援
を
開

始
。
満
を
持
し
て
い
た
中
大
応
援
団
は
、

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
爆
発
さ
せ
た
。

　

沿
道
は
す
ご
い
人
垣
だ
。
中
大
の
応
援

場
所
は
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
な
の
で
、
後

背
は
空
い
て
い
る
が
、
二
重
三
重
も
の
人

垣
に
、
背
伸
び
し
た
り
、
人
の
隙
間
か
ら

で
な
い
と
前
が
み
え
な
い
。「
強
く
す
る

会
」
の
人
た
ち
も
し
っ
か
り
持
ち
場
を
確

保
し
、
じ
っ
と
ス
タ
ー
ト
を
待
っ
て
い
る
。

　

午
前
８
時
、
復
路
ス
タ
ー
ト
。
同
時
に
、

打
ち
上
げ
花
火
の
音
が
芦
ノ
湖
畔
に
響
き

渡
る
。
人
垣
が
で
き
た
沿
道
か
ら
は
、「
頑

張
れ
〜
」
の
大
歓
声
が
あ
が
る
。

　

中
大
の
６
区
は
山
下
隆
盛
選
手（
法
2
）。

復
路
で
巻
き
返
す
べ
く
、
11
番
目
で
芦
ノ

湖
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
山
下
選
手
は
、「
ヤ

マ
シ
タ
」
の
大
声
援
を
受
け
て
、
中
大
の

応
援
場
所
を
あ
っ
と
い
う
間
に
走
り
抜
け

た
。

　

復
路
の
ス
タ
ー
ト
を
見
届
け
る
と
、「
強

く
す
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
早
々
に
の

ぼ
り
を
片
付
け
て
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
東

京
へ
向
か
っ
た
。
応
援
に
来
た
中
央
大
学

静
岡
県
支
部
の
人
た
ち
が
、
バ
ス
に
手
を

振
る
。
バ
ス
車
内
か
ら
も「
強
く
す
る
会
」

の
人
た
ち
が
、
手
を
振
っ
て
返
し
、
復
路

で
の
中
大
の
健
闘
を
誓
い
合
っ
た
。

【
６
区
芦
ノ
湖
〜
小
田
原
】

　

―

バ
ス
車
内―

　

箱
根
の
山
で
は
、
テ
レ
ビ
の
映
り
が
相

変
わ
ら
ず
悪
い
。
ラ
ジ
オ
が
情
報
源
だ
が
、

選
手
た
ち
の
様
子
が
見
え
な
い
た
め
、
気

が
も
め
る
。

　

そ
ん
な
中
、
９
時
前
、「
山
下
10
位
」

の
情
報
。
順
位
を
ひ
と
つ
上
げ
、
車
内
か

ら
拍
手
。
で
も
シ
ー
ド
権
ぎ
り
ぎ
り
だ
。

「
学
生
も
も
っ
と

応
援
に
来
て
！
」

　

バ
ス
の
後
部
座
席
に
、
中
大
Ｏ
Ｇ
で
は

な
い
が
、
毎
年
参
加
し
て
い
る
と
い
う
女

性
が
い
た
。
須
藤
菊
乃
さ
ん
で
、
中
央
大

学
南
甲
倶
楽
部
の
事
務
室
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
。

　

「
事
務
室
員
に
な
っ
て
か
ら
６
、
７
年
、

毎
年
応
援
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
強
く
す

る
会
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
南
甲
倶
楽
部
の

会
員
さ
ん
な
ん
で
す
よ
。
み
な
さ
ん
が
一

生
懸
命
応
援
し
て
い
る
か
ら
、
の
ほ
ほ
ん

と
し
て
い
ら
れ
な
く
て
」
と
明
る
く
笑
っ

た
。「
中
大
の
校
歌
は
覚
え
ち
ゃ
い
ま
し

た
よ
」
と
い
う
須
藤
さ
ん
は
、「
も
う
少

し
中
大
の
現
役
の
学
生
さ
ん
が
応
援
に
参

加
し
て
く
れ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
他

校
は
学
生
さ
ん
の
応
援
が
多
い
で
す
」
と

中
大
在
校
生
の
奮
起
を
促
し
た
。

　

山
下
選
手
が
、
10
位
で
７
区
の

山
本
武
史
選
手
（
経
４
）
に
た
す
き
を
渡

し
た
。
車
内
か
ら
「
よ
し
っ
！
」
と
い
う

声
が
も
れ
る
。

【
７
区
小
田
原
〜
平
塚
】

　

―

バ
ス
車
内―

　

12
キ
ロ
を
過
ぎ
、
中
大
は
９
位
集
団
で

日
大
、
関
東
学
連
選
抜
の
シ
ー
ド
権
争
い

と
な
っ
て
い
る
。
12
位
の
国
士
舘
、
東
農

大
も
追
っ
て
く
る
。17

年
間
、
大
阪
か
ら

応
援
に
参
加

　

気
が
気
で
な
い
レ
ー
ス
展
開
が
続
く
中
、

心
配
顔
で
情
報
に
耳
を
傾
け
て
い
た
の
は
、

佐
々
木
伎
予
子
さ
ん
＝
写
真
次
頁
。
中
大

卒
業
生
で
は
な
い
が
、「
強
く
す
る
会
」

会
員
で
、「
６
連
覇
の
こ
ろ
を
テ
レ
ビ
で

見
て
か
ら
、
ず
っ
と
中
大
の
駅
伝
フ
ァ
ン
。
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毎
年
、
大
阪
か
ら
参
加
し
て
い
て
、
今
年

で
17
年
目
」
と
い
う
。

　

中
大
の
６
連
覇
は
、
第
35
回
の
昭
和

34
年
か
ら
第
40
回
の
昭
和
39
年
ま
で
で
、

佐
々
木
さ
ん
の
中
大
の
フ
ァ
ン
歴
は
長
い
。

毎
年
、
大
阪
か
ら
元
旦
の
夜
10
時
に
大
阪

を
夜
行
バ
ス
で
出
発
し
、
翌
朝
６
時
に
新

宿
に
到
着
。
７
時
に
大
手
町
に
着
き
、
８

時
の
ス
タ
ー
ト
を
見
て
か
ら
箱
根
へ
行
く
。

こ
れ
を
15
年
も
繰
り
返
し
て
き
た
。

　

最
近
２
年
間
は
、
１
月
２
日
の
朝
５

時
半
に
家
を
出
て
、
新
幹
線
で
熱
海
へ
。

そ
こ
か
ら
妹
さ
ん
の
車
で
箱
根
へ
向
か

う
。
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
か
ら
足
を
運
ぶ
訳
は
、

「
や
っ
ぱ
り
雰
囲
気
。
応
援
団
の
あ
の
音

と
か
。
そ
れ
に
応
援
で
知
り
合
っ
た
み
な

さ
ん
に
会
え
ま
す
し
ね
」
と
い
う
。「
自

宅
に
帰
っ
た
ら
、
録
画
し
て
お
い
た
ビ
デ

オ
を
２
日
間
か
け
て
見
ま
す
。
何
回
も
巻

き
戻
し
て
、見
直
し
て
」と
ハ
コ
ネ
を
根
っ

か
ら
楽
し
ん
で
い
る
。

【
８
区
平
塚
〜
戸
塚
】

　

―

バ
ス
車
内―

　

ほ
と
ん
ど
団
子
状
態
の
ま
ま
、
山
本
選

手
が
11
位
で
８
区
の
小
柳
俊
介
選
手
（
商

１
）
に
た
す
き
を
つ
な
い
だ
。
シ
ー
ド
権

争
い
が
続
く
。「
よ
し
っ
、
頑
張
れ
！
」。

声
援
に
力
が
入
る
。

　

小
柳
選
手
が
８
位
に
か
ら
む
。「
頑
張
っ

て
い
る
ね
」
と
拍
手
が
お
こ
り
、「
さ
あ

行
け
」「
小
柳
行
け
〜
」
と
掛
け
声
が
一

段
と
大
き
く
な
っ
た
。

★ 　
　

☆　
　
　

★　
　
　

☆

物
心
両
面
支
援
す
る
「
強
く
す
る
会
」

課
題
は
若
い
人
、
女
性
の
新
規
会
員
増

　

テ
レ
ビ
中
継
に
目
を
や
り
な
が
ら
、「
強

く
す
る
会
」
副
会
長
の
上
岡
さ
ん
に
会
の

運
営
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。
強
く
す
る

会
は
、
箱
根
駅
伝
の
応
援
は
じ
め
、
年
３

回
の
合
宿
訪
問
（
菅
平
、千
葉
、弟
子
屈
）

や
記
録
会
へ
の
参
加
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

や
イ
ン
カ
レ
の
応
援
な
ど
を
通
し
て
、
駅

伝
チ
ー
ム
を
物
心
両
面
か
ら
支
援
し
て
い

る
。

　

合
宿
訪
問
で
は
、「
練
習
す
る
選
手
を

激
励
し
て
か
ら
、
一
緒
に
昼
食
を
と
っ
て

交
流
し
ま
す
。
そ
し
て
陣
中
見
舞
い
を

キ
ャ
プ
テ
ン
に
渡
し
ま
す
。
選
手
と
の
交

流
が
会
員
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

し
か
し
、
箱
根
や
合
宿
に
来
る
会
員
は
、

主
に
役
員
の
方
々
に
固
定
し
て
し
ま
っ
て

い
て
、「
会
員
に
若
い
人
、
女
性
が
少
な

い
の
が
悩
み
で
す
」
と
上
岡
さ
ん
。

　

現
在
の
会
員
数
は
約
１
１
０
０
名
で
、

年
会
費
は
５
０
０
０
円
。
会
費
を
納
め
て

い
る
の
は
会
員
の
７
割
で
、「
中
央
大
学
」

と
染
め
た
の
ぼ
り
の
作
成
や
各
支
部
へ
の

応
援
の
お
願
い
な
ど
を
含
め
た
運
営
費
は
、

会
費
だ
け
で
は
足
り
ず
、
寄
付
や
奨
学
金

に
対
す
る
援
助
金
で
補
っ
て
い
る
の
が
現

状
だ
。

　

「
箱
根
駅
伝
を
広
め
、
こ
の
会
を
連
続

性
の
あ
る
会
に
す
る
た
め
に
も
会
員
を
増

や
す
こ
と
」
を
課
題
に
あ
げ
る
。
強
く
す

る
会
主
催
で
毎
年
４
月
上
旬
と
12
月
上
旬

に
上
野
の
精
養
軒
で
行
っ
て
い
る
選
手
の

激
励
会
に
は
、
会
員
以
外
に
も
参
加
を
呼

び
掛
け
て
お
り
、
昨
年
12
月
の
激
励
会
に

は
１
０
０
名
前
後
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

上
岡
さ
ん
は
任
意
団
体
を
ま
と
め
て
い

く
立
場
と
し
て
「
感
謝
の
念
を
失
わ
な
い

こ
と
」
を
自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る

と
い
う
。「
会
社
で
も
団
体
で
も
支
え
て

く
だ
さ
る
役
員
、
会
員
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
初
め
て
そ
の
会
が
動
き
ま
す
」

と
強
調
。「
強
く
す
る
会
も
大
き
な
行
事

を
行
う
た
び
に
、
役
員
、
会
員
の
方
が
何

回
も
集
ま
っ
て
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。だ
か
ら
今
日
を
迎
え
ら
れ
る
ん
で
す
。

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
語
ら
れ
た
。

【
９
区
戸
塚
〜
鶴
見
】

　

―

バ
ス
車
内―

　

小
柳
選
手
は
、
結
局
８
位
で
９
区
の
平

川
信
彦
選
手
（
総
４
）
に
た
す
き
を
つ
な

い
だ
。
順
位
を
３
つ
上
げ
、
健
闘
。「
平

川
は
中
大
の
エ
ー
ス
。
10
区
の
斎
藤
が
余

裕
も
っ
て
走
れ
る
よ
う
に
、
き
っ
と
順
位

を
あ
げ
て
く
れ
る
」
と
三
船
事
務
局
長
。

　

―

ひ
と
足
早
く
昼
食―

テ
レ
ビ
見
て
、

シ
ー
ド
権
に
不
安
も

　

午
前
11
時
す
ぎ
、「
強
く
す
る
会
」
の

バ
ス
は
早
め
の
昼
食
を
と
る
た
め
上
野
精

養
軒
へ
。
精
養
軒
の
永
岡
公
社
長
は
中

大
Ｏ
Ｂ
（
昭
和
41
年
卒
）
で
、「
新
入
生

歓
迎
会
な
ど
で
も
便
宜
を
図
っ
て
く
だ
さ

り
、
な
に
か
と
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
」
と
強
く
す
る
会
の
中
村
重
郎
幹
事

長
（
昭
和
34
年
卒
）。「
強
く
す
る
会
」
の

事
務
局
（
電
話
０
３
―
５
６
２
４
―
０
０
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２
０
）
は
、
中
村
幹
事
長
が
社
長
を
し
て

い
る
会
社
内
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

テ
レ
ビ
中
継
を
見
な
が
ら
昼
食
。
話
題

は
シ
ー
ド
権
入
り
で
き
る
か
ど
う
か
に
集

中
す
る
。
横
浜
駅
前
で
平
川
選
手
が
７
位

と
、
ひ
と
つ
順
位
を
あ
げ
た
。
シ
ー
ド
権

を
死
守
す
る
見
通
し
が
出
て
き
た
が
、
ま

だ
も
ち
ろ
ん
安
心
で
き
な
い
。

　

昼
食
を
終
え
、「
強
く
す
る
会
」
の
バ

ス
は
、
往
路
ゴ
ー
ル
の
大
手
町
へ
向
か
っ
た
。

【
10
区
鶴
見
〜
大
手
町
】

　

平
川
選
手
は
鶴
見
中
継
所
を
東
農
大
と

同
着
の
７
位
で
、
10
区
の
齋
藤
勇
人
選
手

（
商
２
）
に
た
す
き
を
つ
な
い
だ
。

　

―

大
手
町
・
復
路
ゴ
ー
ル
地
点―

　

上
野
で
一
足
早
く
昼
食
を
済
ま
せ
た

「
強
く
す
る
会
」
の
バ
ス
は
、
12
時
す
ぎ
、

大
手
町
に
着
い
た
。
中
大
の
応
援
場
所
は
、

読
売
新
聞
社
前
の
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
が
直
線

で
見
通
せ
る
絶
好
の
位
置
だ
。

　

す
で
に
、
す
ご
い
人
ご
み
だ
。
選
手
到

着
ま
で
、
ま
だ
１
時
間
半
は
あ
る
と
い
う

の
に
、
早
く
も
沿
道
に
座
り
こ
ん
で
い
る

人
が
い
る
。「
強
く
す
る
会
」の
人
た
ち
は
、

の
ぼ
り
を
た
て
て
沿
道
に
立
ち
、
場
所
を

確
保
す
る
。

　

み
る
み
る
う
ち
に
沿
道
に
は
、
十
重
二

重
の
人
垣
が
で
き
て
き
た
。
芦
ノ
湖
の
人

出
も
す
ご
か
っ
た
が
、
大
手
町
は
さ
ら
に

す
ご
い
。

「
来
年
は
ハ
コ
ネ
応
援
」
と

チ
ア
部
員

　

中
大
関
係
者
も
大
勢
駆
け
つ
け
て
い
た
。

荻
原
慎
太
郎
さ
ん
（
平
成
13
年
卒
）、
大

場
聡
子
さ
ん
（
平
成
14
年
卒
）、
福
西
美

佳
さ
ん
（
平
成
15
年
卒
）
＝
写
真
左
＝
は
、

英
米
法
研
究
会
の
先
輩
、
後
輩
だ
。

　

「
駅
伝
は
初
め
て
来
ま
し
た
。
最
近
、

み
ん
な
で
会
っ
て
な
く
て
、
た
ま
た
ま
お

正
月
に
集
ま
れ
た
の
で
」
と
大
場
さ
ん
。

箱
根
駅
伝
は
、「
集
ま
る
き
っ
か
け
で
す
ね
。

来
年
も
出
場
で
き
る
な
ら
、
応
援
に
来
た

い
」
と
シ
ー
ド
権
を
確
保
で
き
る
か
ど
う

か
心
配
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。

　

チ
ア
部
の
先
輩
の
応
援
ぶ
り
を
見
に
来

て
い
た
部
員
が
い
た
。
田
村
夏
帆
さ
ん
、

（
文
２
）、
杉
山
陽
子
さ
ん
（
総
２
）、
高

島
千
華
さ
ん
（
商
２
）、
藤
田
佳
那
さ
ん

（
文
１
）、
土
田
久
恵
さ
ん
（
法
１
）
の

５
人
組
＝
写
真
左
＝
だ
。チ
ア
部
員
は
、３
、

４
年
生
に
な
ら
な
い
と
箱
根
駅
伝
の
応
援

に
は
出
ら
れ
な
い
。
初
め
て
見
た
駅
伝
の

応
援
に
、「
盛
り
上
が
り
が
違
う
。
団
長

は
い
つ
も
と
違
う
」
と
口
を
そ
ろ
え
た
。

★ 　
　

☆　
　
　

★　
　
　

☆

　

蒲
田
を
過
ぎ
、
齋
藤
選
手
は
東
農
大
、

山
梨
学
院
と
７
位
集
団
。
田
町
で
、
日
大

が
加
わ
り
、
４
校
が
シ
ー
ド
権
を
争
う
熾

烈
な
競
争
が
続
く
。「
シ
ー
ド
権
入
り
は
、

な
ん
と
か
大
丈
夫
そ
う
？
」「
い
や
、
こ

の
ま
ま
だ
と
危
な
い
か
も
し
れ
な
い
」。

　

め
ま
ぐ
る
し
く
順
位
が
入
れ
替
わ
る

展
開
に
、「
強
く
す
る
会
」
会
員
は
じ
め
、

中
大
の
応
援
場
所
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
は

気
が
気
で
な
い
。
も
う
周
り
は
、
身
動
き

が
で
き
な
い
ほ
ど
の
人
で
埋
ま
っ
た
。

　

ト
ッ
プ
の
東
洋
が
ゴ
ー
ル
し
て
か
ら
ほ

ぼ
９
分
後
、
齋
藤
選
手
が
ゴ
ー
ル
し
た
。

９
区
か
ら
順
位
を
３
つ
下
げ
た
も
の
の
、

な
ん
と
か
10
位
で
シ
ー
ド
権
最
後
の
席
を

確
保
で
き
た
。

★ 　
　

☆　
　
　

★　
　
　

☆

　

ゴ
ー
ル
を
見
届
け
た
「
強
く
す
る
会
」

の
源
嶋
さ
ん
は
、「
今
回
は
本
当
に
冷
や

冷
や
さ
せ
ら
れ
た
。
直
接
、
現
場
で
見
て

い
た
か
ら
余
計
に
冷
や
冷
や
し
た
」
と

シ
ー
ド
権
確
保
に
ひ
と
安
心
し
な
が
ら
も

「
シ
ー
ド
権
を
取
る
ぐ
ら
い
は
当
た
り
前

で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
笑
っ
た
。

　

―

選
手
を
称
え
る
会―

総
合
10
位
。

「
来
年
は
夢
を
」
と
永
井
学
長

　

大
手
町
の
ゴ
ー
ル
を
見
届
け
る
と
、「
強
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く
す
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
ら
は
、
近
く
に

あ
る
日
本
橋
・
常
盤
橋
公
園
へ
向
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
午
後
２
時
15
分
か
ら
「
選
手
を

称
え
る
会
」
＝
写
真
左
＝
が
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

に
大
学
関
係
者
、
沿
道
で
声
援
を
送
っ
た

人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
行
わ
れ
た
。

　

永
井
和
之
総
長
・
学
長
は
、「
み
な
さ

ん
の
力
が
シ
ー
ド
権
の
獲
得
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
来
年
は
夢
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
、

ぜ
ひ
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
挨
拶
。

　

久
野
修
慈
理
事
長
は
、「
１
位
に
値
す

る
と
思
い
ま
す
。
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
く

れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
走
ら
な
か
っ
た
選

手
や
、
応
援
団
、
チ
ア
、
ブ
ラ
ス
の
み
な

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
多

く
の
Ｏ
Ｂ
、
関
係
者
、
父
母
の
方
々
が
た

く
さ
ん
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

選
手
に
拍
手
を
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

す
」
と
選
手
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　

浦
田
春
生
監
督
は
、「
た
く
さ
ん
の
応

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
10
位
は

決
し
て
い
い
結
果
で
は
な
い
が
、
４
年
生

中
心
で
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
来
年
は

上
位
に
食
い
込
み
、
優
勝
を
狙
い
た
い
」

と
来
年
の
捲
土
重
来
を
期
し
た
。

　

―

陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
会―

　

今
度
は
バ
ス
で
、「
中
央
大
学
陸
上
競

技
部
Ｏ
Ｂ
会
」
主
催
の
慰
労
会
＝
写
真
下

＝
が
行
わ
れ
る
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
へ
。
こ
の

席
で
井
上
彰
・
陸
上
競
技
部
部
長
（
法
学

部
長
）
は
、「
皆
様
方
の
支
援
で
、
な
ん

と
か
シ
ー
ド
権
を
確
保
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
不
本
意
な
結
果
で
す
。
来
年
は
強

い
１
年
生
が
入
っ
て
来
ま
す
。
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
、
来
年
の

奮
闘
を
約
し
た
。

「
自
分
に
自
信
も
っ
て
」
と

奮
起
促
す

　

こ
の
あ
と
、「
強
く
す
る
会
」
を
代
表

し
て
上
岡
さ
ん
が
挨
拶
に
立
ち
、
選
手

に
向
か
っ
て
、「
ひ
と
つ
、
大
き
な
競
技

を
目
前
に
し
て
、
風
邪
な
ど
を
引
か
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。
ふ
た
つ
、
自

分
に
自
信
を
持
っ
て
競
技
を
し
て
ほ
し
い
。

３
つ
、
良
い
結
果
は
、
苦
労
し
な
い
と
生

ま
れ
ま
せ
ん
。
自
信
は
練
習
、
努
力
の
結

果
得
ら
れ
ま
す
」
と
選
手
ら
に
今
後
の
奮

闘
を
促
す
と
と
も
に
、「
強
く
す
る
会
も

な
お
一
層
支
援
に
力
を
入
れ
る
こ
と
を
お

約
束
し
ま
す
」
と
選
手
た
ち
に
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

★ 　
　

☆　
　
　

★　
　
　

☆

　

最
後
に
学
生
記
者
取
材
班
は
、
久
野
理

事
長
に
２
日
間
の
総
括
と
今
後
の
支
援
態

勢
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　

「
浦
田
監
督
は
、
冷
静
な
科
学
的
な
分

析
力
が
あ
る
。
育
て
る
力
も
あ
る
。
間
違

い
な
く
科
学
的
に
強
い
体
を
つ
く
れ
る
。

科
学
的
育
成
に
は
時
間
が
か
か
る
が
、
そ

の
た
め
に
今
回
は
い
い
最
初
の
一
歩
だ
っ

た
」
と
今
後
へ
の
期
待
を
口
に
さ
れ
た
。

加
え
て
「
箱
根
駅
伝
は
伝
統
的
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
か
ら
、
強
い
チ
ー
ム
を
つ
く
る
た

め
に
支
援
を
し
て
い
き
た
い
」
と
。
久
野

理
事
長
も
す
こ
ぶ
る
“
熱
い
応
援
者
”
で

あ
っ
た
。

学
生
記
者
取
材
班

山
崎
綾
香
（
今
春
、
法
学
部
卒
業
）
／
上

田
雄
太（
文
学
部
４
年
）／
武
田
朋
実（
法

学
部
４
年
）／
篠
田
有
紀（
法
学
部
３
年
）

＝
以
上
「
強
く
す
る
会
」
バ
ス
同
乗

野
村
茉
莉
亜
（
商
学
部
３
年
）
＝
２
日
横

浜
／
石
川
可
南
子
（
法
学
部
２
年
）
＝
2

日
大
手
町
／
橋
本
あ
ず
さ（
法
学
部
２
年
）

＝
２
日
平
塚


